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「バイアル内残薬の利用に関する調査結果」 

医薬品市場調査会社のエス・マックス株式会社（東京都中央区、代表取締役社長 新谷 将司)は、こ

の度、医療経営コンサルティング・薬剤師を対象としたプロモーション及び調査を行う株式会社ネグジ

ット総研（兵庫県神戸市、代表取締役社長 美和 啓樹）と共同で、「バイアル内残薬の利用に関する調

査」（以後、本調査）を企画・実施いたしました。 

 

本調査は、抗がん剤など高薬価の注射薬について、投与量によっては残薬が発生するケースに対して、

処方医師や病院勤務薬剤師がどのような対応を行っているのかといった実態と残薬活用に関するそれぞ

れの立場での考えを客観的に把握することを目的に実施いたしました。調査対象者は、病院勤務薬剤師

と病院勤務医師の 2者にほぼ同内容の質問で実施いたしました。対象者属性として、医師の 57％・薬剤

師の 35％はがん拠点病院勤務者であり、医師 82％・薬剤師 63%は DPC 病院勤務者でした。 

【調査結果：残薬の利用有無】 

上記の通り、医師の 7%・薬剤師では 17%が勤務先でバイアル内残薬を利用していることがわかりまし

た。その他、数品の抗がん薬における残薬利用実態や数量的削減率、残薬利用に対する個々の考えや課

題などを調査いたしております。 

尚、今回の調査結果につきましては、本日よりレポートを販売いたします。その他、詳細については

エス・マックス株式会社、株式会社ネグジット総研の各担当者までお問い合わせください。 
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【調査概要】 

１．調査期間：（薬剤師）2017 年 9 月 15 日～9月 19 日,（医師）10 月 4 日～10月 11 日 

２．調査サンプル数：病院勤務医師 208 名、病院勤務薬剤師 175 名 

３．調査手法：インターネット調査 

 

【レポート概要】 

１. 全 40 ページ（医師・薬剤師各単純集計グラフ、施設形態別クロス集計グラフ） 

２. 価格：5万円（税抜き） 

３. 納品形態：PDF データ 

 

【会社概要】 

１．会社名：エス・マックス株式会社 

 ２．代表者：代表取締役社長 新谷 将司 

 ３．本店所在地：東京都中央区日本橋 3-13-11 油脂工業会館ビル 2F 

 ４．主な事業内容：医師等の医療従事者を対象にした市場調査全般 

 ５．設立年月日：2003 年 6 月 30 日 

 

１．会社名：株式会社ネグジット総研 

 ２．代表者：代表取締役社長 美和 啓樹 

 ３．本店所在地：神戸市中央区江戸町 85-1 ベイ・ウイング神戸ビル 5F 

 ４．主な事業内容：医療経営コンサルティング・薬剤師を対象としたプロモーション及び調査 

 ５．設立年月日：1977 年 9 月 28 日 

 

＜本リリースに関するお問い合わせ先＞ 

エス・マックス株式会社 カスタマーサポート部 

担当 塚本 美智成（ツカモト ミチナリ）  

TEL 03-5204-8720 FAX 03-5204-8722 

E-MAIL r-support@smax.co.jp 
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